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	(1)　科学的エビデンスの収集とその包括的分析を可能とする体制の整備
	スポーツの価値は、競技における勝敗のみで決まるのものではなく、また人生のある一瞬に凝縮されるものでもない。スポーツの価値を捉え直し、それを社会に資するものへと向けるためには、科学的エビデンスに基づく政策を明確化し、スポーツの指導や練習の方法を変えていくことが急務である。その実現のためには、科学的エビデンスの取得と収集、分析を進め、科学技術の進展に見合ったデータの有効活用が必至である。取得されたデータは国立スポーツ科学センターに一元化し、必要とする関係者間で広く共有して、包括的分析を可能とする開かれ...
	(2)　時代変化を意識したスポーツ政策の決定
	スポーツは歴史とともに変化する。歴史的背景を踏まえつつ、時代の変化に応じて個人と社会にスポーツの価値を提供できる仕組みには、常に試行錯誤が求められる。その際には科学的エビデンスに基づくことが重要だが、完璧なエビデンスが常にあるわけではなく、経験に基づく知見を科学的に精査して一定の価値を見出し、科学的エビデンスと調和させることが必要となる。スポーツ庁は、人生を通して得られるスポーツの価値に目を向け、行き過ぎた身体改造などがもたらす倫理的問題や、アスリート引退後の精神障害、若年層を中心に普及しつつある...
	(3)　多様な人々の参画による生涯を通した多様なスポーツ実践のための環境づくり
	幼少期からの多様なスポーツ経験が脳の発達や生涯にわたるスポーツ実践につながり、高齢期に至るあらゆる年齢層でのスポーツ実践が健康保持や脳機能維持、老化防止に寄与する可能性が高いことが報告されている。特に大規模災害や感染症拡大などの非常時には、スポーツを含む生活のバランスを保つ努力が必要である。スポーツを通して得られる価値が社会に資するものとなるためには、障害者を含む多様な人々の参画が必要であり、多様性を包含する障害者スポーツから学ぶことは大きい。よって文部科学省は、幼少期から高齢期までの生涯を通して...
	(4)　スポーツにおける暴力の削減と最小化
	２　スポーツの歴史的背景と現代社会における意義
	(1)　スポーツの意味と価値の変容
	(2)　現代における「スポーツの価値」の拡がりと科学的エビデンス活用における課題

	３　科学的エビデンス収集・分析の進展とデータ駆動型スポーツ
	(4)　社会への普及と調和
	４　科学的知見によるスポーツの変革
	(1)　アスリート時代の経験と生涯の健康
	青少年期に活発な身体運動をしてきた人たちは、その後の人生においてどのような健康状態を維持したのだろうか。前述の川原らの報告[13]によれば、1964年東京オリンピックに出場した日本代表、並びに代表候補というトップアスリートに対する追跡調査からは、興味深い結果が浮かび上がってきた。
	元オリンピックアスリートは、その後高齢期になっても、ほとんどの調査項目で一般人より良い健康状態を維持している。若い時から競技に打ち込んできた彼らは、同世代の一般人に比べて、その後も運動・スポーツの実施率が高く、筋力、瞬発力、敏捷性、柔軟性について、青年期における一般人との差が高齢期まで維持される傾向が認められる。健康や体力への自信もあり、口腔状態は良好で要介護者が少ない。
	ところが、男性の元オリンピックアスリートの高尿酸血症・痛風の発症率は一般人男性よりも高く、それは若い時からの高強度運動の影響によるものと考えられる。また、サルコペニア4F の有病率が低い一方で、フレイル5F ［17］での有病率は高かったのである。さらに、彼らは、健康状態を維持している人と身体に痛みのある人に二分される傾向があり、後者には現役時の体の酷使や怪我、故障の影響が考えられる。
	調査結果からは、アスリートが注意すべき点として、食習慣については、現役も引退後も、肉食に偏らず、野菜を多くとる食事を心がけること、肥満に注意すること、アルコールを控えること、水分を摂取することなどが挙げられる。一般人への注意事項とほぼ同じであり、アスリートに特化したエビデンスは十分ではない。また、スポーツを行う際の注意点としては、過度なトレーニングにならないようにする、怪我の予防、怪我をした後のケアなどが重要であるとされるが、いずれも個人差があり、客観的な指標とは言えない。指標が定められるようにな...
	(2)　高齢期における健康への影響
	平均寿命が年々延びている先進国の中でも、日本は特に高齢化率が高く、高齢期の健康の維持と増進は喫緊の課題である。寿命が延び続ける一方で、高齢期の健康が損なわれ、健康寿命の延び悩んでいる状況[18]は、日本の現代社会に深刻な影を落としている。要介護状態の主たる要因となる運動器疾患症候群「ロコモティブ・シンドローム：ロコモ[19]」は、予備軍も含めて5000万人に達する勢いであり、およそ2000万人と推計される「メタボリック・シンドローム」該当者・予備軍の数をはるかに上回っている。
	加齢に伴い心身の機能が徐々に低下し、虚弱（frailty）に傾きながら、自立度低下状態から要介護状態へと陥る過程では、健常な状態と要介護状態の中間として定義されるフレイル［17］という状態がある。いうなれば、要介護状態に至る一歩手前、水際の状態である。フレイルは、身体的・心理的（認知的）・社会的要素を含み、それぞれが関連し合って負の連鎖を引き起こし、ロコモや認知症などを招きやすい状態であると同時に、自立度低下による要介護や死亡のリスクが高くなる［17, 20-22］。このフレイルに該当する人が潜在...
	一方、フレイルの発症や進行は可逆的であり、適切に介入すれば機能（予備能力・残存機能）を取り戻すことができるのもフレイルの特徴である［17, 20-22］。フレイルの抑制を通じて健康寿命を延ばすためには、フレイルの進行に大きく影響するサルコペニアへの対策を中心とした身体活動（運動・スポーツ）に加えて、適切な食習慣（栄養摂取・口腔機能の維持と増進）、並びに社会参加による他者との関わり（就労・余暇活動・ボランティアなど）を増やすという３つを継続的に実行すれば、フレイル抑制に効果的である［17, 20-2...

	(3)　スポーツの脳への影響
	(4)　指導者・アスリートの体験主義（ナラティブ）と科学的エビデンスの調和
	(5)　メディアの影響
	(6)　トップアスリートへの支援
	(7)　障害者スポーツ

	図５　アスリートが学生として競技生活を送る上で活用したいサービス（現役アスリート627人と引退アスリート82人の合計709人の有効回答、複数回答可の調査結果）
	５　スポーツの拡がりと課題
	(1)　スポーツを行う環境の担保
	(2)　子どもの多様なスポーツへの関わり
	(3)　「する」スポーツと「観る」スポーツの調和
	(4)　eスポーツの現状と拡がり（人口、市場、社会的意義）
	(5)　スポーツと暴力
	(6)　非常時におけるスポーツ
	(1)　科学的エビデンスの収集とその包括的分析を可能とする体制の整備
	スポーツの価値は多様であり、競技の勝敗だけで決まるのものではなく、また人生のある一瞬に凝縮されるに留まらない。スポーツの価値を捉え直し、それを社会に資するものへと向けるためには、科学的エビデンスに基づく政策を明確化し、スポーツの指導や練習の方法を変えていくことが急務である。その実現のためには、科学的エビデンスの取得と収集、分析を進め、科学技術の進展に見合ったデータの有効活用が必至である。取得されたデータは国立スポーツ科学センターに一元化し、必要とする関係者間で共有して、包括的分析を可能とする体制整...
	(2)　 時代変化を意識したスポーツ政策の決定
	スポーツは歴史とともに変化する。歴史的背景を加味しつつ、時代の変化に応じて個人と社会にスポーツの価値を提供できるような仕組みを、常に試行錯誤することが必要である。その際には科学的エビデンスをより重視していく流れが重要であるが、常には完璧なエビデンスが揃っていない現状を踏まえ、経験に基づく知見を科学的に精査して一定の価値を見出しつつ科学的エビデンスと体験が調和する仕組みが必要である。スポーツ庁は人生を通して得られる価値に目を向け、行き過ぎた身体改造やアスリートの早期選抜などがもたらす倫理的問題や、若...
	(3)　多様な人々が参画による生涯を通した多様なスポーツ実践のための環境づくり
	科学的エビデンスによって、幼少期からの多様なスポーツ経験が脳の発達や生涯にわたるスポーツ実践につながり、高齢期に至るあらゆる年齢層でのスポーツ実践が健康保持や脳の発達、老化防止に寄与する可能性が高いことが解析されている。特に大規模災害や感染症拡大などの非常時には、スポーツを含む生活のバランスを保障する必要がある。スポーツを通して得られる価値を社会に資するものにするには、障害者を含む多様な人たちの参画が必要であり、多様性を包摂する障害者スポーツから学ぶところは大きい。よって、文部科学省は、幼少期から...
	(4)　スポーツにおける暴力の削減と最小化
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